
 
 

 

 

 

 

 

 

      

 

    

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

① 協議会の設立経緯 
只見町では、水田農業推進協議会の解散を機に、経営所得安定対策の推進と耕

作放棄地の再生利用を目的として、只見町農業再生協議会を平成24年 2月に設立
しました。現在、町農業委員会と連携して耕作放棄地の対策に取り組んでいます。 

 

 ② これまでの取組状況 
     当協議会では、平成 24 年度に国の耕作放棄地緊急対策交付金を活用し、只見

町真奈川地区で 188ａの耕作放棄地の解消に取り組みました。 

 

基調講演では、 

④ 今後の抱負・活動展開予定 
     今後は、耕作放棄地対策として町単独事業を継続し、郷土料理にも利用されるエ

ゴマや古民家の屋根裏から見つかったソバ（通称：江戸ソバ）等の地域特産物の振興

を図っていきたいと考えています。 

 

③ 特徴的な取組 
    当管内では、農業者の高齢化が進み、離農に伴う優良農地の担い手農家への集

積は進んでいますが、既に耕作放棄地になってしまった農地については手が付けら

れていない状況です。そのため、現在、耕作されている農地が耕作放棄地になるこ

とを防ぐため、平成 28 年から畑地有効活用支援として町単独事業を創設し、エゴマ

やソバ等を一定面積以上作付けした場合に助成金を交付しています。本事業による

これまでの実績は、9.4ha(エゴマ 2ha、ソバ 7.4ha)となっています。 

と 

< 

、 

  

事業施行地（エゴマ畑） 

事業施行地（ソバ畑） 

基調講演では、 

国では、基金（耕作放棄地再生利用緊急対策交付金）の残高が少なくなった都道府県における荒廃農地再

生の支援策として、平成２９年度から、新しい交付金（荒廃農地等利活用促進交付金）を創設しました。 

本県では、現在、相当額の基金を有していることから、当面は、基金事業により荒廃農地の再生利用を進

めますが、平成３０年度で終了しますので、今から新しい交付金活用の準備をお願いします。 

 ◎新しい交付金の概要 

～事業の対象者～ 
  「人・農地プラン」の中心経営体位置づけられた農業者、農業者等が組織する

団体、農業法人のほか、農地中間管理機構、農業協同組合等が対象となります。 

～対象農地（農振農用地区域内）及び支援内容～ 
  ○1 号遊休農地（荒廃農地＜Ａ分類＞ 

   ・再生利用活動（再生作業、土壌改良、営農定着等） 

   ・施設等の整備（農業用機械、農業用施設のリース導入） 

○2号遊休農地 

  ・発生防止活動（発生防止、土壌改良、営農定着等） 

  ・施設等の整備（１号遊休農地の支援と同じ） 

○交付金の流れ 
国 → 都道府県 → 市町村 → 事業実施主体（交付対象者） 
※協議会を通しての交付ではなく、地方公共団体を通しての補助金となります。 
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今年も７月までは暑かったものの 8 月になると雨が続くなど、天候の変化には振り回されま

した。荒廃農地の対策についても現在の再生利用緊急対策交付金が来年度で終了し、今

年からは、新たな交付金が創設されるなど、いろいろな変化が続きますが、今後の農地のあ

り方を考えるのは、今が大切な時期ではないでしょうか。今後もいろいろな情報提供を行って

いきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

※今後「農地再生レインボー通信」の配信を希望される方は、 

n o s o n s h i n k o @ p r e f . f u k u s h i m a . l g . j p までご連絡ください。 

～福島県並びに県協議会からのお知らせ～ 
◎ 本年度も東北農政局主催の「東北管内耕作放棄地解消事例発表会」が 10 月 30 日に宮城県仙台市で 

開催される予定です。他県での優良事例等を知る良い機会です。関心のある方は、是非、御参加くだ

さい。 

◎ 県では遊休農地（農地法に基づく 1号及び 2号遊休農地）を活用して体験農園や研修農園の整備を 

行う経費を支援する事業を行っております。事業対象者は、市町村を始め、農協や農業者の組織する

団体等が該当し、面積に応じた定額補助となっております。 

詳しくは、管内の県農林事務所農業振興普及部までお問い合わせください。 

にインタビューしました!! 
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中
谷
地
区
は
、
石
川
町
東
部
の
阿
武
隈
山
系
に
連
な
る
山
間
部
に
位
置

し
、
傾
斜
地
が
多
く
、
農
地
は
未
整
備
地
が
大
半
を
占
め
、
経
営
規
模
は

零
細
な
状
況
で
し
た
。
ま
た
、
農
業
者
の
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
の
減
少

と
地
形
に
よ
る
効
率
の
悪
さ
か
ら
、
年
々
荒
廃
農
地
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
荒
廃
農
地
の
再
生
に
取

り
組
む
べ
く
地
域
農
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
体
験
型
農
園
を
開
設
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 
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以
前
は
葉
た
ば
こ
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
後
継
者
不
足
等
に
よ
り

約
二
十
年
間
耕
作
が
放
棄
さ
れ
て
い
た
四
筆
の
ほ
場
の
再
生
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
こ
の
ほ
場
は
県
道
に
近
い
好
立
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成

二
十
七
年
度
に
「み
ん
な
で
農
業
体
験
！
農
地
活
用
推
進
事
業
」
を
活
用

し
、
体
験
型
農
園
を
開
設
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
当
地
区
と

い
わ
き
市
久
ノ
浜
地
区
は
支
援
活
動
等
を
通
し
て
交
流
が
続
い
て
お
り
、

そ
の
中
で
「
「
海
と
山
の
交
流
」
と
称
し
て
、
体
験
型
農
園
を
活
用
し
た
小

学
校
間
で
の
農
業
体
験
交
流
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

事務局長 根本重泰さん 小学校の農業体験学習 


